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研究成果の概要（和文）： 観光産業が日本経済の成長における重要な産業分野として位置づけられているが、魅力的
かつ持続的な観光地を生み出すことができるのか重要な課題となる。本研究は、観光地を文化を内包した地域ブランド
として捉え、観光人類学およびマーケティングの観点から理論的・実証的に考察することで、文化としての観光地の魅
力を捉える新たな概念（「イロケ」「アジケ」「ヒトケ」）を提案するとともに、地域の魅力の形成・維持において重
要な役割を果たす要因（「コントロール力」「地域文化力」）を検証し、今後に向けた課題の整理を行った。研究成果
を最終年度に開催される研究会に報告し、研究論文も発表した。

研究成果の概要（英文）：Tourism has been identified as an important industry in the development of 
Japanese economy. As such, whether an attractive and sustainable tourist resort could be created or not 
has become a key issue to be examined. This project studied the tourist resort in the context of local 
brand with cultural significance, while examining the topic from the perspectives of tourist anthropology 
and marketing. It was hoped that such a theoretical and empirical study could identify and confirm a 
number of key factors in the formation of local charisma and local culture, while proposing new concepts 
such as iroke ajike and hitok, and discussing topics to be explored. The research findings have reported 
at the annual conference. As well as, we wrote our opinion in several papers which were published in the 
academic journal.
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１．研究開始当初の背景 

①観光産業が日本経済の成長における重要
な産業分野として位置づけられることで、
次々に新たな観光地が生み出されているが、
一方で多くの観光地は期待された効果を生
み出すことができていない、あるいは一時的
なブームに終ってしまっている。この原因は、
文化としての観光地の魅力度を客観的に捉
える概念やその測定尺度が開発されていな
いことや、魅力の形成・維持において重要な
役割を果たす要因や要因の違いによる魅力
の強固性の差異が理論的・実証的に明らかに
されていないことがあると考えられる。 

 

②観光地の魅力を長期的に形成・維持するに
は、ブランドのキャパシティの構成次元であ
る強固さに影響を及ぼす要因およびその機
能を明らかにする必要があることから、特に
重要な役割を果たすと思われる「地域文化
力」と「コントロール力」に焦点を当て、こ
れらの要因の機能の仕方によって強固さに
どのような違いが生じるのかを明らかにす
ることが重要であり、これらのことを明らか
にすることにより、地域ブランドとしての観
光地の魅力づくりの方向性と強固さを維持
するための方策について考察が必要とされ
る。それによって、効果的かつ効率的に観光
地を開発あるいは再開発することが可能に
なるだけでなく、失敗を抑制することで貴重
な地域資源の浪費とそれによる地域の疲弊
を防ぐことが可能になる、と考えられる。 

 

２．研究の目的 

本研究は、観光地を文化を内包した地域
ブランドとして捉え、観光人類学およびマー
ケティングの観点から理論的・実証的に考察
することで、文化としての観光地の魅力を捉
える新たな概念（「イロケ」「アジケ」「ヒト
ケ」）およびその測定尺度を提案するととも
に、魅力の形成・維持において重要な役割を
果たす要因（「コントロール力」「地域文化
力」）の違いによる魅力の強固性の差異を理
論的・実証的に明らかにすることを目的とす
る。この考察によって、観光地の文化的魅力
や地域ブランドの捉え方に関する新たな視
点を提供することができ、それらの研究の発
展に貢献できる、と考えられる。 

 

３．研究の方法 

 研究目的のため、日本および海外における
祭りやイベント、観光施設などについての参
与観察、または顕在的および潜在的観光客を
対象として質的調査（聞き取り調査）と量的
調査（アンケート調査）を実施することによ
って、観光地の魅力を構成する各次元や強固
性を明らかにすることを目指した。 

 具体的に観光地を構成する自然および人
工的な施設などの物理的環境、祭りやイベン
ト、名産品などの地域資源、および参加者（観
光サービス施設の経営者や従業員、地元住民、
および観光者）などの参与観察を実施した。
また、観光地の魅力を「イロケ」、「アジケ」
および「ヒトケ」の各次元によって評価する
ことで、顕在的および潜在的観光客を対象と
して、質的調査（聞き取り調査）と量的調査
（アンケート調査）の実施を試みた。 

 
４．研究成果 
 研究過程において、研究代表者・分担者は
学会発表や論文執筆で成果を発表してきた
が、最終年度に国内外の専門家を招聘し、研
究会を開き、研究発表を行った。具体的には、
(1)地域の魅力を構成する異文化の資源であ
る日本及び海外の中華街（チャイナタウン）
について研究では、横浜、神戸、長崎など日
本の中華街、ロンドンやサンフランシスコな
どのチャイナタウンは、各地域の異文化観光
資源として、地域の魅力の創出に貢献してい
る。観光資源として中華街（チャイナタウン）
及びそこに観光客を呼び寄せるため行われ
たイベント（春節祭）の創成と発展の経緯に、
共通な文脈や背景もあればそれぞれ異なる
地域の特徴と資源化される過程もある。しか
し、共通するところは、華僑華人による持た
された外来文化は、当該地域の固有文化との
間では絶えず衝突，影響，融合が繰り返され
ることで、地域ブランドとしての観光地でも
様々な形で市場資産（情報）が蓄積され、そ
の結果として各地の独特なエキゾチックな
色合いやイメージ（イロケ）を有する地域文
化的魅力が形成されている。 

 

(2)長崎などの異文化を活用した観光価値に
ついての研究を通して、文化としての地域の
魅力を生み出し、維持するコントロール力や
地域の文化力は二つの要因が結合すること
によって規定されることが明らかになった。
それは、すなわち①外来者（観光客）を吸引
する価値物―観光の十分条件としての、各種
の地域資源の編集及び創出を通じて形成さ
れる価値物である。②外来者に対する寛容性
―観光の必要条件としての地域文化である。  

 観光価値と観光客に対する受容性の関係
を図示すると、図 1 のようになる。観光客に
対する受容性はピラミッドの底辺部分にあ
たり、これが存在しなければ、あるいは小さ
いならば観光価値が高い魅力を内蔵してい
るとしても、観光客（外来者）にとってその
地域での観光経験は心地良いものとはなら
ないであろう。したがって、観光客（外来者）
に対する受容性は観光のインフラストラク
チャーであると言えるであろう。そして、観



光価値と観光客に対する受容性の 2つが結び
つくことで、観光における差別化および競争
優位性は生みだされるであろう。さらに、ど
ちらも形成に長期間を要するものであるほ
ど（長い歴史を通じてしか醸成されないもの
であるほど）、より強い差別化要因として働
き、模倣されにくくなるためにより長期的な
競争優位の源泉となるであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、観光価値は地域資源の価値に対する
認識が転換することによって、あるいは地域
資源を組み合わせて編集し、物語性を付加さ
れることによって、創出されていると捉える
ことができる。図 2 は、過去において機能的
価値を有していたハードやソフトは時間経
過とともにその価値を低下させていくが、一
方で、現代の日常生活では体験できない非日
常の空間や時間を提供するようになること
で、観光価値を向上させていくことを表して
いる。また、前述の観光客（外来者）に対す
る受容性も、地域資源から観光価値が創出さ
れ、それが向上するとともに観光客も増加し、
観光客との交流も増加しそれが積み重ねら
れることによって徐々に高まっていくこと
を表している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：観光価値の生成モデル 

 

 

例えば、長崎やフランスニースなどの地域
の魅力は、外来者を吸引する価値物の形成に
おいては、空間的時間的アジケ（伝統）イロ
ケ（文化融合性）を有する有形物や無形物を
創造的編集し、歴史で醸成された外来者に対
する寛容性（ヒトケ）、そしてより魅力的な
ものにするための組織能力や人材育成によ
って作り出されたと考えられる。つまり、地
域の魅力はその地域の歴史の中で生産され、
蓄積され、構築されるものであり、それに編
集や意味づけが行われることにより、観光価
値が創出される。長崎の場合も、空間的異文
化性と時間的異文化性は歴史の中で創出さ
れている。空間的異文化性および時間的異文
化性の有する価値、他の地域に見られない希
少性、移動が不可能な異文化の土壌、他の地
域では代替できないような魅力を備えてい
る。 

地域が歴史の積み重ねの中で創出されて
きた文化の表出としての空間美は、“イロケ”
“アジケ”および“ヒトケ”という 3 次元で
構成されている捉えることができ、これらは
観光価値を形成する要因としても機能する
ことが明らかになった。なお、我々はこれら
の 3 次元を以下のように定義した。“イロケ”
とは「空間的異文化性の融合が生み出す魅
力」であり、“アジケ”とは「時間的異文化
性、すなわち伝統文化の維持度が生み出す魅
力」であり、“ヒトケ”とは「外来者に対す
る受容性（寛容性）が生み出す魅力」である。 

そして、この 3 次元で国内外おける地域の
観光価値力を測定し、比較することを試みた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様々な観光地は図 3の 3次元上にプロット

することができ、各次元における位置が高く
なるほど、地域の魅力度も高くなる、と考え
られる。長崎をプロットするならば、3 次元
のいずれにおいても高い位置にプロットさ
れることになる。長崎と同様な港町である神
戸の場合には、早くから外国との貿易港とし
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図 3：地域の観光地力を構成する 3 つの次元 
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て開けたことから、多くの異文化を受容し融
合が進んでおり、さらに外来者に対する受容
性も高いが、日本の伝統的文化の維持度は比
較的低いことから、“イロケ”と“ヒトケ”
の次元では高いが、“アジケ”の次元では長
崎に比べて低い位置にプロットされること
になる。また、京都の場合には、古い寺院が
多く保存されており、伝統文化も維持されて
いる一方で、異文化の融合度は低く、人的に
も閉鎖性が強いことから、“アジケ”の次元
では高いが、“イロケ”と“ヒトケ”の次元
では長崎に比べて低い位置にプロットされ
ることになる。 
 そして、3 次元空間によって規定される直
方体の体積と形が、各観光地の「観光価値力」
を表すことになる。つまり、3 次元とも高い
位置にプロットされる観光地ほど（大きな立
方体ほど）観光地力は高いことになるが、現
実的にはそのような理想的な観光地は少な
いであろう。多く観光地は 1 つあるいは 2 つ
の次元においてのみ高い位置にプロットさ
れる直方体として観光地力は評価されるで
あろう。また、このように観光価値力を捉え
るならば、3 次元空間にプロットされる位置
が近く、しかも地理的に近接している観光地
間では、観光客の吸引をめぐっての競争が発
生しやすいことが考えられる。しかし一方で、
3 次元上にプロットされる位置が近く、かつ
地理的にも近い場合でも、地域間の相乗効果
によって、連続した地域として集客力が高ま
る可能性もあるであろう。 

 一方、3 次元上にプロットされる位置が離
れている観光地間では差別化が行われてお
り、観光客の吸引をめぐっての競争は発生し
ないことになる。また、プロットされる位置
は離れているが、地理的には近い場合にも、
観光地間の相乗効果によって連続した街と
して集客力が高まる可能性がある。前述のよ
うに京都と神戸では相互に高い次元が異な
っているが、地理的に近いことから、２つの
観光地を連結すれば、３次元とも高い地域に
なる。つまり、“アジケ”の次元は高いが“イ
ロケ”と“ヒトケ”の次元の低いという直方
体の京都と、“アジケ”の次元は低いが“イ
ロケ”と“ヒトケ”の次元は高い直方体とい
う神戸を組み合わせれば、３次元のいずれに
おいても高い評価の立方体ができることに
なる。この組合せは観光価値力の大幅な増強
を意味することから、3 次元空間において差
別化された複数の観光地が地理的に近い距
離にある場合には、地域間の連係（地域間連
係）が観光客の吸引において重要な役割を果
すことになる、と推測される。 
 以上こうした論点は本研究の代表者と分
担者に共有されている。今後の観光に関する
課題や実りある議論の展開のために、一定以
上の意義を有しているものと期待している。 
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